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奈
良
・
平
城
京
跡

所
在
地
　
　
　
奈
良
市
二
条
大
路
南
二
丁
目
、
法
華
寺
町

調
査
期
間
　
　
一
　

一
九
九
六
年

（平
８
）
七
月

一
一
　

一
九
九
七
年

一
月
―
三
月

発
掘
機
関
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部

調
査
担
当
者
　
代
表
　
町
田
　
立早

遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

遺
跡
の
年
代
　
一　

弥
生
時
代
、
奈
良
―
平
安
時
代
、
二
　
奈
良
時
代

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

一　

左
京
三
条

一
坊
七
坪

。
東

一
坊
坊
間
路

（第
一
一六
九
十
五
次
調
査
）

調
査
地
は
、
平
城
宮
南
面
東

門

（壬
生
門
）
を
起
点
に
し
て

南
に
延
び
る
東

一
坊
坊
間
路
が

左
京
三
条

一
坊
七
坪

・
十
坪
と

接
す
る
部
分
で
、
調
査
面
積
は

約
四
〇
〇
ド
で
あ
る
。
調
査
の

口

結
果
、
奈
良
。
平
安
時
代
の
遺

奈

構
と
し
て
、
道
路
遺
構

一
条
、

溝
三
条
、
築
地

一
条
、
土
坑

一

基
な
ど
を
検
出
し
た
。

東

一
坊
坊
間
路
Ｓ
Ｆ
七
〇
四
五
は
、
東
西
両
側
溝
心
々
で
幅
約
二

一
・
六
ｍ

全
ハ
○
大
尺
）
を
測
る
。
東

一
坊
坊
間
路
東
側
溝
Ｓ
Ｄ
七
〇
五
五
は
検
出
面
で

溝
幅
約
二

・
四
ｍ
、
深
さ
約
○

・
四
ｍ
。
東

一
坊
坊
間
路
西
側
溝
Ｓ
Ｄ
七
〇
五

〇
は
、
溝
幅
約
五

。
ニ
ー
六

・
Ｏ
ｍ
、
深
さ
約

一
・
三
伍
で
あ
る
。
西
側
溝
の

堆
積
は
四
層
に
大
別
で
き
、
上
二
層
が
平
安
時
代
以
降
、
下
三
層
が
奈
良
時
代

の
も
の
で
あ
る
。
西
側
溝
の
西
側
に
は
、
基
底
幅
八
尺
前
後
と
推
定
さ
れ
る
七

坪
の
東
面
築
地
塀
Ｓ
Ａ
七
〇
七
〇
が
あ
る
。
西
側
溝
か
ら
東
南
方
向
に
分
流
す

る
溝
Ｓ
Ｄ
七
〇
五
九
は
、
平
城
京
廃
都
後
の
水
田
耕
作
用
の
導
水
路
で
、
西
側

溝
内
の
分
流
部
に
杭
を
打
ち
込
み
、
し
が
ら
み
を
施
し
て
い
る
。

遺
物
と
し
て
、
西
側
溝
か
ら
、
奈
良
時
代
後
半
か
ら
平
安
時
代
の
も
の
を
主

と
し
た
土
器
、
瓦
、
人
形

。
曲
物
側
板

・
由
物
底
板

・
題
銭
軸

・
建
築
部
材
な

ど
の
木
製
品
が
出
土
し
た
。
こ
の
う
ち
、
人
形
六
点
は
Ｓ
Ｄ
七
〇
五
九
の
し
が

ら
み
部
分
か
ら
の
出
土
で
、
平
安
時
代
初
頭
に
、
調
査
区
の
上
流
で
行
な
わ
れ

た
祭
祀
に
伴
う
も
の
と
思
わ
れ
る
。
木
簡
は
、
西
側
溝
の
下
三
層
の
う
ち
、
上

層
の
本
居
層
か
ら
九
点

ぐ
つ
ち
削
暦
一一百
じ
、
下
層
の
褐
粗
砂
層
か
ら

一
点
、
計

一
〇
点
出
土
し
た
。
い
ず
れ
も
上
流
で
廃
棄
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
釈

読
で
き
た
の
は
木
居
層
出
土
の
二
点
で
あ
る
。

一
一　
左
京
二
条
二
坊
十

一
坪

（第
二
七
九
次
調
査
）

左
京
二
条
二
坊
十

一
坪
は
、
東
を
東
二
坊
坊
間
東
小
路
、
南
を
二
条
条
間
南

小
路
、
西
を
東
二
坊
坊
間
路
、
北
を
三
条
条
間
路
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
、
西
北
隅
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で
平
城
宮
東
院
と
接
し
、
二
条
条
間
路
を
隔
て
た
北
側
に
、
法
華
寺
及
び
阿
弥

陀
浄
土
院
が
位
置
す
る
。
十

一
坪
の
調
査
は
今
回
が
初
め
て
で
、
面
積
は
坪
東

北
部
の

一
角
約

一
六
〇
〇
♂
で
あ
る
。

調
査
の
結
果
、
五
期
の
変
遷
を
も
つ
遺
構
群
を
検
出
し
た
。
Ａ
ｌ
Ｃ
期
は
平

城
京
遷
都
以
後
、
天
平
初
年
以
前
と
考
え
ら
れ
る
。
Ａ
期
に
は
、
南
北
溝
が

一

条
掘
削
さ
れ
る
が
、
こ
の
溝
は

一
気
に
埋
め
立
て
ら
れ
る
。
Ｂ
期
に
は
東
西
棟

掘
立
柱
建
物
が
二
棟
、
Ｃ
期
に
は
東
西
棟
掘
立
柱
建
物
二
棟

・
溝
数
条

。
井
戸

が
造
営
さ
れ
る
。
Ｄ
期
に
は
、
調
査
区
西
半
部
に
、
正
殿

・
脇
殿

・
後
殿
か
ら

な
る
建
物
群
が
営
ま
れ
る
。
〔
Ｄ
ｌ
ｌ
期
〕
（天
平
年
間
初
頭
）
…
正
殿
の
南
北
両

廂
付
東
西
棟
掘
立
柱
建
物
Ｓ
Ｂ
六
九
五
〇

（桁
行
総
長
八
〇
尺
、
梁
行
二
間
）
を

中
心
に
、
そ
の
北
に
、
南
側
の
後
殿
の
東
西
棟
掘
立
柱
建
物
Ｓ
Ｂ
六
九
九
〇

（桁
行
総
長
約
二
五
ｍ
、
梁
行
二
間
）、
北
側
の
後
殿
Ｓ
Ｂ
六
九
九
三

（桁
行
五
間

以
上
、
梁
行
二
間
）、
東
脇
殿
の
西
廂
付
南
北
棟
掘
立
柱
建
物
Ｓ
Ｂ
六
九
五
七

（桁
行
七
間
以
上
、
梁
行
二
間
）
が
配
さ
れ
る
。
調
査
区
東
半
部
に
は
、
Ｔ
字
型

の
掘
立
柱
塀
と
南
北
両
廂
付
建
物
を
含
む
三
棟
の
東
西
棟
が
建
て
ら
れ
る
。

〔
Ｄ
ｌ
２
期
〕
（天
平
末
年
頃
）
…
Ｄ
‐
１
期
の
中
心
建
物
Ｓ
Ｂ
六
九
五
〇
と
そ
の

南
側
の
後
殿
Ｓ
Ｂ
六
九
九
〇
、
Ｔ
字
型
塀
や
そ
の
東
側
の
建
物
群
は
そ
の
ま
ま

で
あ
る
が
、
北
側
の
後
殿
Ｓ
Ｂ
六
九
九
三
を
東
に

一
ｍ
移
し
て
南
廂
付
建
物
Ｓ

Ｂ
六
九
九
四
に
建
て
替
え
、
ま
た
、
東
脇
殿
Ｓ
Ｂ
六
九
二
七
を
南
東
に
ず
ら
し

て
建
て
替
え
る
。
宝
亀
年
間
以
降
の
奈
良
時
代
に
属
す
る
Ｅ
期
に
は
、
こ
れ
ら

整
然
と
し
た
建
物
群
は
撤
去
さ
れ
、
調
査
区
の
中
央
に
掘
立
柱
東
西
塀
が
、
そ
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1996年出上の木簡

の
南
北
に
建
物
が
各
二
棟
配
さ
れ
る
。

遺
物
と
し
て
、
瓦

・
土
器

。
土
製
品

。
木
製
品
な
ど
が
出
上
し
た
。
こ
の
う

ち
、
軒
瓦
の
出
土
量
は
平
城
宮
軒
瓦
編
年
Ⅱ
期
Ｉ
Ⅲ
上

期
の
も
の
を
中
心
に

二
四
七
点
、　
一
〇
〇
〆
換
算
で

一
六

・
四
点
で
あ
る
。
こ
の
遺
存
密
度
は
平
城

宮
内
で
最
も
濃
密
な
地
域
に
匹
敵
し
、
ま
た
、
緑
釉
戻
斗
瓦
を
主
と
す
る
施
釉

瓦
の
出
土
が
二

一
五
点
に
も
の
ぼ
っ
た
。
調
査
区
南
の
十
二
坪
で
は
、
複
廊
で

取
り
囲
ま
れ
た
中
に
四
面
廂
付
礎
石
建
物
と
池
を
配
す
る
遺
構
が
検
出
さ
れ
て

い
る
が

（奈
良
市
教
育
委
員
会
の
一
九
八
八
年
調
査
）、
そ
こ
で
の
軒
瓦
や
施
釉
瓦

の
出
土
状
況
は
今
回
の
調
査
と
類
似
し
て
お
り
、
Ｄ
期
の
十

一
坪
は
、
十
二
坪

〔
相
ヵ
〕

と
密
接
な
関
係
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
今
回

「□
撲
所
」
と
記
し
た
墨
書

土
器
が

一
点
出
土
し
た
が
、
十
二
坪
で
も
相
撲
に
関
す
る
墨
書
土
器
が
出
土
し

て
お
り
、
こ
の
地
が
公
的

。
官
的
性
格
を
も
っ
た
空
間
で
、
相
撲
節
に
も
関
わ

る
場
所
で
あ
っ
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
。

木
簡
は
、
調
査
区
中
央
や
や
西
南
の
土
坑
Ｓ
Ｋ
六
九
五
五
か
ら

一
〇
点

命
つ

ち
削
暦
一
吾
じ
、
Ｄ
上
一期
の
後
殿
Ｓ
Ｂ
六
九
九
四
の
柱
掘
形
底
か
ら
二
点

命
つ

ち
削
暦
一
点
）、
合
計

一
二
点
出
土
し
た
。
こ
の
う
ち
釈
読
で
き
た
の
は
四
点
で

あ
る
。
Ｓ
Ｋ
六
九
二
五
は
、
東
西
五
ｍ
、
南
北
三
ｍ
、
深
さ
三
〇
１
五
〇
伽
の

不
整
長
方
形
を
し
た
土
坑
で
、
Ｄ
‐
一
期
の
東
脇
殿
Ｓ
Ｂ
六
九
五
七
の
取
り
壊

し
後
に
掘
ら
れ
て
い
る
。
伴
出
土
器
群
は
平
城
宮
土
器
編
年
第
Ｖ
期
で
も
や
や

古
く
、
Ｄ
期
か
ら
Ｅ
期
へ
と
移
行
す
る
七
七
〇
年
代
頃
に
形
成
さ
れ
た
土
坑
と

推
定
で
き
よ
う
。

Ｓ
Ｋ
六
九
二
五
か
ら
は
、
木
簡
の
ほ
か
、
杓
子

・
判
抜
き
の
箱
の
蓋

。
漆
刷

毛
の
柄

・
由
物
の
蓋

・
壽
木
な
ど
の
木
製
品
、
亀
甲
文
の
あ
る
二
彩

（硯
）
の

蓋
、
詭
帥
控
庁
」
「上
」
「小
便
」
「主
水
」
「下
」
「万
」
と
書
か
れ
た
墨
書
土
器

が
出
上
し
て
い
る
。
こ
の
他
の
文
字
資
料
と
し
て
、
包
含
層
中
か
ら

「番
／
大

士色

「井
」
「上
」
と
書
か
れ
た
墨
書
土
器
、
漆
紙
文
書

一
点
が
出
上
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

一　
左
京
三
条

一
坊
七
坪

・
東

一
坊
坊
間
路

（第
一
一一ハ九
十
五
次
調
査
）

①
　
。
「
□
□
　
」
　

（右
側
面
、
左
が
天
）

。
「
諸
陵
寮
」
　

（表
面
）

。
「
回

Щ
□
」
　

（左
側
面
）

。
「
□
　
　
」
　

（裏
面
）

。
「
□

　

　

」

　

（
上
端
木

口
）
　

　

　

　

　

　

（い
頓
ｙ

誤
Ｘ

Ｐｅ

Φ
Ｐ軍

¶
回
右
大
秦
乙
万
邑

一
一　
左
京
二
条
二
坊
十

一
坪

（第
二
七
九
次
調
査
）

土
坑
Ｓ
Ｋ
六
九
五
五

①
　
。
「
＜
日
――
日
巴

〔賠
籠
ヵ
〕

。
「
＜
□
□
□
」

（
滋

Ｃ

×

含
∪

×
伽
　
ｏ
留

滓
駕

×
ぷ

×
∞
　

需

ω
　

　

・９



見
す
る
が
、
本
木
簡
と
同
一
人
物
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。

ぃ
工
十
6

、
,
 

,．、

進
進
数
…
口
意

四
面
と
上
端
木
口
の
計
五
面
に
文
字
が
記
さ
れ
て
い
る
。
字
画
が
明

瞭
な
の
は
表
面
だ
け
で
、
他
の
四
面
は
破
損
の
た
め
塑
痕
の
残
存
状
況
が
悪
い
。

下
端
木
口
に
文
字
の
あ
っ
た
可
能
性
が
残
る
が
、
下
端
部
は
中
央
か
ら
半
分
を

欠
損
し
て
い
る
た
め
不
明
で
あ
る
。
左
右
両
側
面
の
文
字
は
、
と
も
に
左
を
上

に
し
て
書
か
れ
て
い
る
。
表
面
と
は
異
筆
の
可
能
性
が
あ
る
。
諸
陵
寮
は
、
大

宝
令
制
に
お
け
る
諸
陵
司
が
、
天
平
元
年
（
七
二
九
）
八
月
に
寮
に
格
上
げ
さ

れ
て
以
降
の
官
司
名
で
あ
り
（
『
続
日
本
紀
」）
、
木
簡
の
年
代
は
そ
れ
以
降
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
平
安
宮
の
諸
陵
寮
は
皇
嘉
門
近
く
の
宮
内
西
南
部
に
位
置
す

る
の
で
、
平
城
宮
の
諸
陵
寮
の
位
置
を
東
一
坊
坊
間
路
の
上
流
の
宮
内
に
想
定

す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
諸
陵
寮
が
宮
外
官
術
で
あ
っ
た
可
能
性
も
含
め
、
場

所
の
比
定
は
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。
②
は
、
上
端
折
れ
、
右
側
面
割
れ
。

秦
乙
万
呂
の
名
は
、
文
献
史
料
に
鋳
工
や
造
東
大
寺
司
の
雇
夫
な
ど
と
し
て
散

(6) 掘
立
柱
建
物
S
B
六
九
九
四
柱
掘
形

「＜

天
平
宝
字
六
年
九
月
く
」

(5) 

・
「＜
若
狭
国
遠
敷
郡
遠
敷
郷
”
匹
聾
詞
く
」

(4) 

。

nLJ合
五
人
口
」
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9

関
係
文
献

（
山
下
信
一
郎
）

⑤
は
、
若
狭
国
遠
敷
郡
遠
敷
郷
貢
進
の
調
塩
の
荷
札
木
簡
で
あ
る
。
貢
納
者

の
秦
大
村
は
初
見
。
複
姓
「
秦
日
佐
」
の
事
例
は
、
天
平
神
護
二
年
（
七
六
六
）

-
0
月
越
前
国
解
に
み
え
る
同
国
敦
賀
郡
伊
部
郷
の
「
秦
曰
佐
山
」（
「
大
日
本

古
文
書
』
編
年
文
書
五
、
六
一

木
簡
概
報
』

一
頁
）
、
平
城
宮
第
一
七
二
次
調
査
出
土
の
若
狭
国

三
方
郡
耳
里
の
調
塩
の
荷
札
木
簡
の
「
秦
日
佐
得
嶋
」
（
『平
城
宮
発
掘
調
査
出
土

一
九
）
な
ど
が
知
ら
れ
る
。

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
「
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報
一
九
九
七

'm』

（
一
九
九
七
年
）

同
『
平
城
宮
発
掘
調
壺
出
土
木
簡
概
報
」
＝
三
一
(
-
九
九
七
年
）
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